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【司会】それでは，ただいまから「～夢の技術を現実

に～人工光合成技術を中小企業の未来資源に！」をテ

ーマとしたパネルディスカッションを行います。

まず初めにコーディネーター及びパネリストの皆様

方をご紹介申し上げます。コーディネーター矢野寿一

郎様。

続いて，パネリストの皆様，先ほどご講演をいただ

きました 3名の先生方，田中晃二様，小夫家芳明様，

荒川裕則様，そして，中小企業アドバイザー吉田悟様

に加わっていただきまして，以上の皆様にお願いいた

します。

はじめに

それでは，矢野支部長，お願いいたします。

【矢野】パネルディスカッションに入りたいと思いま

す。まず最初に，私は既に挨拶いたしましたが，まだ

あいさつしておられません中小企業アドバイザーの吉

田さんに自己紹介，それから今日，ここまで聞いてい

ただいた感想等を二，三分間お願いしたいと思います。

よろしくお願い致します。

【吉田】吉田でございます。現在，大阪の中百舌鳥にあり

ます堺市と中小企業基盤整備機構がつくりましたイン

キュベーション施設で，ベンチャー企業や中小企業の産

学連携を支援しております。よろしくお願いします。

三人の先生方のご講演を聞かせていただきまして，

感想からということですが，それぞれすばらしい夢の

技術でございますが，私は 2つの観点で今回のテーマ

はすごく意義があると考えております。一つは，何回

も先生方がおっしゃっております，基本的に太陽光を

使うということ。ちょっとお話に出てました，例えば

メジャーのブリティッシュ・ペトローリアム。今はも

う実はペトローリアムとは言いません。正式な名前は，

ビヨンド・ペトローリアム。ペトローリアムの次をね

らっている会社という名前に既に変えまして，PVを

販売している会社でございます。その太陽光というの

が一つがエコと。

2つ目は当然，今回のメーンテーマでございます光

合成でございます。光合成は何で偉いかというと，実

は微生物が偉い。2億年前から彼らはそういうメカニ

ズムをつくって生き長らえてきたんですね。それを一

生懸命まねしてきている。そういう意味では太陽光を

利用する。2つ目が 2億年前からの微生物を利用する

メカニズムであるということで，今回はすごく注目し

ました。

ちょっと雑駁になりましたが，聞かせていただきま

してすごく夢のある技術と思っております。以上でご

ざいます。

持論

【矢野】それでは，パネルディスカッションに入って

いきたいと思うんですが，私は，今回の講演会に入る

前に先生方に何度も質問の内容をいろいろお願いして

おりまして，先生方のほうはそれに対する回答を用意

していただきまして，私が聞きたいような質問の内容

については，全部，先ほどまでの講演の中に入れてい

ただいております。それらの質問のほうはちょっと置

いておきまして，まず一番わかりにくかった点から先

生方にお聞きしたいと思っております。

これだけいい技術でありまして，皆さん，聞いてい

知財フェスタ in おおさか

「～夢の技術を現実に～人工光合成技術を
中小企業の未来資源に！」

日本弁理士会　近畿支部

パネルディスカッション

本年度，日本弁理士会近畿支部主催により，「人工光合

成」技術をテーマとしたフェスタを開催いたしました。

内容の濃い，非常に有意義なフェスタでしたので，その

一端であるパネルディスカッションの内容をご紹介いた

します。

（パネリスト）

大学共同利用機関法人分子化学研究所　教授 田中　晃二

前奈良先端科学技術大学院大学　教授 小夫家芳明

東京理科大学　教授 荒川　裕則

中小企業アドバイザー 吉田　　悟

（コーディネーター）

日本弁理士会近畿支部支部長 矢野壽一郎

（開催日：平成 19 年 11 月 10 日）

（開催場所：たかつガーデン「たかつの間」）



ただいてよくわかったと思うんです。居眠りもせずに

しっかりと 3時間も聞いていただいた。こんなおもし

ろい技術であるのに，何で新聞，NHK等テレビ等で

取り上げられていないのか。日本で機運が盛り上がら

ないのか。そのところを順番に個人的に先生方にお聞

きしたいと思います。田中先生からお願いいたします。

【田中】本日は，エネルギーの理想論を言わせていた

だいたんですけれども，例えば今，我々が行っている

研究では，アルカリを加えたメタノールと酸を加えた

メタノールに，それぞれ電極を入れ，酸の方の電極に

空気をブクブクと吹き込むと，二つの電極の間には電

気が流れます。ところが，同じ pHにしないとほんと

うの意味での電池にならないんです。同じ pHで行う

ことが可能となれば，メタノールの酸化による電流は

流れ続けるはずです。現在，酸素の 4電子還元に，非

常に大きなバリヤーがあります。もし，この問題は解

決できれば，エネルギー生産の考え方が一新すると思

います。何回も言いますけれども，草を刈り取り，ジ

ューサーを使って水に溶ける形にすれば，発電が可能

となるはずなんですが，そこまで化学が発達するには，

かなりの時間がかかると思います。

私が気にしていることは，アメリカが本気で化学エ

ネルギー変換を行い出すと，桁違いの研究資金と人材

を投入しますから，一研究者として大変なんです。先

程，少し述べましたが，アメリカが名づけてくれたタ

ナカ触媒による酸素発生が，日本で注目されずにアメ

リカで注目されているというのは，逆に寂しいですね。

日本では，水素生成のみが重要視されていますが，ア

メリカでは，水を分解するには水素発生よりも酸素発

生の方が，はるかに困難であるとの認識で，酸素発生

の研究に資金をつぎ込みだしました。物事の本質を見

抜く奥深さに，日米の差を感じております。今日，お

話された荒川先生，ほんとうは水素発生よりも酸素発

生に苦労されているはずなんです。日本は水素だ水素

だと言うんですけれども，水の分解は水素発生と酸素

発生の両方が必要ですよね。だからマスコミの方々は，

一つ奥に入った議論をして頂きたく思います。

【矢野】では，小夫家先生。持論をお願いします。

【小夫家】なぜマスコミに取り上げられないかという

ご質問だと思いますが，世界の研究者はこの分野にも

のすごくたくさん参加しています。ほんとうに熱気が

あると思っています。なぜかというのはちょっとよく

はわかりませんけれども，いわゆる理数，サイエンス

の記事に対する日本の読者の受けとめ方が非常に鈍い

んだと思うんです。新聞記事にしてもあまり注目され

ない。そこのところはやはり難しいということで，ど

うしても敬遠される。今日もいろいろな化学式が出て

くると，ここに来られた方はそういうことに興味があ

って来られたのだろうとは思いますけれども，一般の

読者というのはなかなかついていけないところがある

ので，そういうことじゃないかと思われます。ただ，

ノーベル賞が出ましたように，地球環境問題の大事さ

ということはだんだん理解されてきていますので，そ

れを解決するおそらく理想的な解というのは，こうい

ったエネルギーを利用する以外にはないと思いますの

で，それは時間の問題じゃないかと思いますけれども。

矢野さんはあまり知らないんじゃないかとおっしゃ

られますけれども，そうでもないのではないかと私は

思っているんですけれども。

【矢野】荒川先生，お願いします。

【荒川】私は先ほど申し上げたように工学部というこ

となので，何とかしてシステムをという観点から研究

をやってますけれども，光触媒・水分解の研究は日本

は非常に活発ですよ。特に触媒学会・電気化学会のと

ころはかなり活発。時々新聞なんかも私の例なんかも

何度か紹介されましたが，ペリオディカルに紹介はさ

れてます。

日本は資源がない国ですので，やはりそこを何とか

というのはほかの国に比べて強いんじゃないかと思い

ます。やはり難しいですよね。一言で言えば，先ほど

申し上げたように 1973年にオイルショックがあって，

その後太陽光エネルギー利用技術開発がありました。

田中先生もそのころからやっておられると思います

が，文部省もかなり精力的にその研究をサポートした

んですよ。だけどやはりなかなか効率が上がらない。

サイエンティフィックにはいいんですけれども効率が

上がらないというところがありました。その典型的な

例は本田・藤島効果の藤島先生ですよね。藤島先生は

ルチルの単結晶で水を分解するということを見出され

ましたけれども，その後，チタニアで水を分解するこ

とはとても大変だと環境触媒のところに展開されてま

す。それはやはり計算されて，フォトンのエネルギー

で水を分解するのはとてつもなく大変なことで，とて

もできっこないという判断だと思います。どれぐらい

の，例えば，10年，20年の中でやるかということが

ありますが，しかしやはりそこはチャレンジしなけれ

ばならないですし，日本の研究者は非常に，研究者数，

研究のクオリティーに関しては世界的に見てもトップ
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だと思いますね。ですから，そんなに注目されていな

いわけではなくて，研究はやられているけれども実用

化を考慮するところまではなかなか難しい。

それはなぜかと先ほど申し上げたつもりなんです

が，一つは光を吸収する材料がなかった。有機があり

ますが，有機はやはり弱いんですよね。分解してしま

う。従って，我々は無機半導体，無機半導体でも特に

金属半導体は高いですし，さらに酸化物半導体，これ

は大気中安定ですから安いんですよね。シリコンは大

気中に持ってくると表面酸化されてしまいますよね。

だから，無機の酸化物半導体でどうやって光を吸収さ

せるか。光を吸収するだけだとまだいいんですけれど

も，先ほど紹介した水を酸化し還元するエネルギーレ

ベルにマッチングした半導体を設計するというところ

はなかなか難しい。私も古い人間になるんですけれど

も，やはり手探りといいましょうか，実験化学だった

んです。だけど，最近はコンピューターケミストリー

ということで，軌道計算ができるようになったので，

どういうエネルギー状態，どういう元素であればバン

ドギャップ，あるいはバンド構造が制御できるかとい

うことが少しずつわかってきていると思いますね。

そういう意味では，まだこれから可能性は十分ある

と思います。やはり科学者にとってはドリーム・リア

クションなんですよね。究極の反応なんですよ。です

から，ノーベル賞でも光合成の構造を決定されて何人

かもらっていらっしゃるぐらいですから，それだけで

もすごいことなんですね。

【吉田】少しだけよろしいですか。ビジネス的には水

素発生というのが前に出ますと，実はこれはエネルギ

ー産業の話なんですね。もちろん合成原材料に間違い

なくなるんですけれども，そこの世界がビジネス的に

見ましたら，マスの世界なんです。いかに大量に処理

して，いかに大量に技術開発して，初めていわゆる事

業化になる世界なんで，実は燃料電池を初めやってい

ましたのは 100キロワットであり，3,000キロワット

をやり，5,000キロワットをやったんですね。結果と

して，最終的に車に乗せよう，いや，家庭用にしよう

と，こういう状況になったんですね。

今回の人工光合成も，いわゆる最終的にねらいたい

のは多分，エネルギーであり，原材料の世界やけど，

実はおもしろい用途絡み，用途をうまく絡めたらもっ

と成果も出るし，注目されるみたいな気はするんです

ね。例えば燃料電池は多分，最終的にはポータブル系

でまずは実用化になると考えたんです。同じようなこ

とがこの世界にある間違いなく技術的に難しい。ただ

しその世界ではすごく注目されている。アクティビテ

ィーも高い。ただ，少し事業化のところで企業さんが

もうちょっと乗ってきたらおもろい。乗ってくる中身

はエネルギーでも原材料でもなく，もうちょっと違う

ユビキタスエネルギーとか，ユビキタスマテリアルの

世界で何か乗ればおもしろいのではないかと私は考え

ております。

世界の中の日本のレベル

【矢野】次の質問に入りたいと思うんですが，世界的

に今，ドイツもアメリカもやっていらっしゃるという

ことは聞いたんですが，日本がどの程度のレベルなの

か。日本はトップクラスを走っているのか。またはア

メリカのほうが先に行っているのか。ドイツが先に行

っているのか。次にノーベル賞が出るとしたら日本か

らも可能性があるのか，その辺のところ，田中先生か

ら何か。

【田中】私は，触媒が溶液に溶けている状態で，原子

1個のレベルでのメタノール酸化，二酸化炭素還元，

酸素発生に関する研究を行っております。荒川先生は

個体触媒の世界のエースの一人なんですけれども，

我々の研究分野は反応機構を非常に重んじる世界で，

正直言って，世界的に私の分野の人は非常に少ないで

す。均一系の触媒でアルコールをつぶして，発電する

ことが可能と思っている人はあまりいないと思いま

す。ただ，私は，個々の反応の機構を一つずつ，きっ

ちりと理解していけば，持続可能な社会に結びつける

反応は，必ず見つかると信じております。将来的なエ

ネルギー変換に関する我々の研究レベルは決して低く

ないと信じております。

【矢野】小夫家先生，お願いします。

【小夫家】講演でお話ししましたように，日本の太陽

電池の生産量，累積，幾らですかね。実際に使ってい

る量は現在，世界一ですね。ですから，太陽光発電と

いう観点では日本はトップを走っている。私たちの領

域の有機色素を使う太陽電池というのは，これは 91

年にグレッツェル，スイスですけれども，ローザンヌ

大学の方が発表されました。荒川先生はその辺の系を

さらに発展されておられますけれども，そういう色素

を使う太陽電池が今年ですか，去年ですか，特許が切

れる段階に来ています。そこの問題点は，ヨウ素を溶

液として使うことなんですね。だから，その溶液系か

ら完全固体系に持っていこうとしますと効率が落ちる
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んですよ。10％以上あった太陽光を使った増感の効

率が，これも測定者によってパーセントが違いますの

で確かなことは言えませんけれども，6，7 ％程度。

シリコンの pn接合を有機系に持っていった系は今の

ところ，どのあたりでしょうかね。ノーベル賞を取っ

たヒーガーたちのデータが出ていますが，5 ％とか

6％。これをとりあえず 10％にまで上げようという

のが有機系の現状ですね。

日本は世界的に見てどういうレベルかといいます

と，日本の研究者の数も質も非常に高いです。ですか

ら，トップクラスを走っているのは間違いありません。

ただ，ノーベル賞学者がどこから出るかというのは，技

術は連続的なものではありませんので，ある意味，天才

が出てきたところがノーベル賞を取るということだと

思います。ただ，日本は十分に資格があると思います。

【荒川】先ほど申し上げましたけれども，光触媒水素

製造については日本はトップクラスである。やはりヨ

ーロッパや米国でも，例えばアメリカだとカルテック

やスタンフォード，いい大学にはちゃんと基礎的な研

究をやっているところがありますね。ヨーロッパでは

やはり先ほどもご紹介があった EPFLのグレッツェル

はもともと光触媒をやっていたんですね。私と非常に

似ているんですけれども，それで色素増感 d y e -

sensitized，これはもう写真の原理なんですけれども，

に展開しているということです。ですから，光触媒に

ついては日本はトップレベルで，世界的には基礎研究

を大学でやっている。アメリカだと，やはり国立研究

所で少数ながらそういう水分解をバイオプロセスも含

めてやっているところはあると。ただ，量は非常に少

ない。日本は研究者，クオリティーとも今，トップだ

ろうと思います。

色素増感太陽電池についても小夫家先生からご紹介

があり，例えば特許申請を見ていただいたらわかると

思いますけれども，日本は圧倒的です。色素増感太陽

電池については日本はナンバーワンですね。ポリマー

太陽電池は逆に欧米が強いんじゃないかと思います

ね。私が日本で色素増感太陽電池をやり始めたころ，

私と大阪大学に柳田先生という先生だけでした。それ

をやはりいろいろ同志を巻き込みながらというのは変

ですが，今はものすごく隆盛になってきて，隆盛になっ

てくると今度はいつ実用化できるかということがあり

ます。またうまくできなかったら，さっと引いてしまう

ところが非常に心配でして，何とか数年内に市場にだ

すに至らなくても，ニッチ市場というかモバイルの電

源ぐらいに出てくるようなことがないと，技術的なポ

テンシャルを保つのは難しいのかなと思っています。

話を戻しますと，色素増感太陽電池についても日本

はグレッツェル，EPFL，スイスと劣らないくらい非

常にレベルが高いと思いますね。

【吉田】日本は間違いなく強いと思います。現実に

IEAのアネックス 21にはバイオ・ハイトロジェンと

いうて，もうちょっと微生物系で，もうちょっと基礎

的なところのフォーラムが立ち上がっているんですけ

れども，そこの 4つの分科会の 2つは日本の方が座長

をやっております。そやから，日本のポテンシャルは

間違いない。ただ，私は大阪で生まれて大阪でずっと

育っていますが，大阪の PVのメーカーはめちゃ多い。

燃料電池に着手していたメーカーもめちゃ多い。ただ

し，今日の先生方は実は奈良先，京大以外は東京と名

古屋からお越しいただいたのはちょっとつらいんで，

やはり大阪で結集という意味ではもうちょっと頑張ら

なあかんの，と思っております。以上です。

中小企業の関与

【矢野】次の質問ですけれども，我々のこの会は中小

企業キャラバンというのをやっていまして，中小企業

は，新たにこの人工光合成の技術で，会社の業績を上

げることができないかということを大きなテーマにし

ております。今日，荒川先生の試験設備を見せていた

だきまして，これは簡単だな，これぐらいだったら，

私でもできるなというぐらいな試験設備であると教え

ていただきました。ですが，いろいろと特許の件もあ

ると思います。グレッツェルもありますし，本田・藤

島，あるかもしれませんが，荒川先生の特許ももうた

くさん取れてどこかに権利供与しているかもしれませ

んし，中小企業が，出て行ける可能性が特許の面から，

またその他の技術開発の面からあるのかどうかという

ことをお聞きしたいと思います。順番に田中先生から

お願いします。

【田中】特許となると大変なんですけれども，間違い

なく言えることは，白金に代わって酸素を 4電子還元

しうる触媒をつくれば世の中のエネルギー事業は一変

すると思います。現状の燃料電池が，厳しい状況なの

は，白金を使って酸素を水に還元する際に，熱力学の

半分程度しかエネルギーを得られないんです。効率が

悪いんです。エネルギーレベルを無視して酸素を還元

しても全く意味がないので，その分野に公的な金をつ

ぎ込むべきだと思います。我々の体の中では，鉄と銅
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を含んだタンパクが，酸素還元を行っているんですけ

れども，これらの機能が人工的に再現できるはずなん

です。白金の資源量と，その効率を考えると，現状の

技術では，燃料電池の普及が絵に描いた餅になる可能

性があります。もう少し具体的に言いますと，熱力学

的には＋1.2ボルトぐらいで酸素は水に還元されます

けれど，燃料電池では電極を 60－80度程度に可燃し

て，＋600ミリボルトぐらいで酸素を水に還元してお

ります。生命は食物を水をつかって酸化することで，

電子とプロトンを取り出し，最終的に両者を酸素還元

に用いてエネルギー生産を行っております（酸素呼

吸）。我々が持続性社会を形成しうるかどうかは，そ

のようなエネルギーシステムが化学的に構築可能かど

うかにかかっていると思います。現状の燃料電池のシ

ステムは，水素とメタノールまでしか考慮されており

ませんが，まだだれも気がついていないのですが，食

物すべてが発電材料になり得る方法論ができればエネ

ルギー事情は一変すると思います。

【小夫家】私たちは有機の系をやっていますので，一

番大事なのは活性層というのか，色素から，色素の電

子を出すところと電子を受け取るところの組み合わせ

なんですね。それは素材的にはもうありとあらゆる可

能性があると思います。ですから，素材メーカーさん

にとっては非常におもしろい研究対象であると思いま

すので，将来の技術を展開するという意味ではぜひと

もご協力をいただきたいと思うんです。

新しい色素の合成，それは有機に限らず無機の，例

えばチタンを使っていますけれども，チタン以外の材

料，いかにしてポーラスな材料をつくるか，伝導性を

いかにして上げるか，反対側のホール輸送材をどうい

うふうに何からつくるか，その性能を上げるにはどう

したらいいか。このあたりはもう別に大小を問いませ

んので，そういった性能をアップするための研究は絶

対的に必要です。有機系の色素はまだまだ性能が低う

ございます。ということは，逆に言えばすばらしい材

料が出てくる可能性があると思います。そういった素

材メーカー以外にも，それをシステム化するところ，

あるいは分析・評価に興味がある企業さん，今日はス

ライドを用意していたんですけれども飛ばしちゃいま

したので，単に光を当てて電流を測るという以外に，

そういったものがいかに均質に塗れるかとか，あるい

はほんとうに塗れているかどうか。微少部位の電流測

定を，例えばレーザー光を使って測定をするとか，い

ろいろな技術の総合技術なんですね。ですから，その

あたりにぜひとも研究に興味を持っていただいて，ご

協力いただければ私たちとしては大変ありがたいと思

いますし，日本の将来にとって非常に大事なことだと

思います。

大阪はいろいろな業種，中小企業の方が多くあり，

業種的にも，人数的にも非常に多うございますので，

ぜひともそういったところにご理解をいただきたいと

私自身，思っていますけれども。

【矢野】荒川先生。

【荒川】大学の研究室は小企業ですからね。（笑）すべ

て全部，自分たちでやらなきゃいけないという色彩が

強いですので，大いに可能性があると思いますね。今，

小夫家先生が言われたように，光触媒水素製造につい

ては材料，システム，そういうものをゼロからやるの

もよし，自分たちの得意技術，あるいは得意材料を利

用していくというアプローチも当然あり得るので，大

いに可能性はあると思います。

私自身はずっと触媒をやってきていますんで，触媒

というのはやはり企業の方もよくその人の直感だと言

いますよね。理論じゃなくて，とにかく見つけるのが

うまい人は何をやらせてもうまいというのがいるらし

いんですよね。私もそう思いますんで，幾らコンピュ

ーターケミストリーで理論的に解析しても，コンピュ

ーター，理論解析からものが生まれたかというと残念

ながら今でも生まれていないんですよ。やはりその人

の熟練技術というか経験で，これはひょっとしたらい

いんじゃないかということでいいものが生まれてくる

と。私なんかも触媒はもう 100，200，300つくって，

全部，テストしてやっているわけです。そういう意味

においては大いに可能性はあると思います。

【吉田】企業側の立場から言いまして，参入機会はい

っぱいあると思うんですね。といいますのは，今の大

企業さんは基礎研究はやりません。中小企業さんはも

ともとやらなかった。目先の研究しかやらないんです

が，ただし，ここまで夢がある先の基礎研究とすれば，

大学との連携という形では十分やり得る。そこは設備

じゃありませんので，基礎研究のレベルは大学の共同

研究の費用もそうかかりません。大学は十分，一緒に

連携できます。そうですね。間違いなくできる。その

ときに，企業さんの強みさえあれば，強みさえ，ここ

だけ。例えばほんまにアンテナ，コード，物理的な光

をうまく集光するアンテナだけでもいいんですね。そ

こはまだできていないんですね。そういうだけでも，

いろいろな意味で企業さんがちょっと強みを持てれば
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今のレベルやったら十分組める。それがデバイス化に

なって，大きなシステムを量産になったら大企業の資

本に負けちゃうんですけれども，今の段階ではあえて

十分組める。

まして，今の動きは産学連携というコンセプト。連

携対応となると，公的な研究開発資金は取りやすい。

一部，科技庁，JST関係はまだまだ大学単独もありま

すが，場合によったら企業の名前を出さないと申請で

きない制度もあります。

特許に関して

【矢野】次の質問ですけれども，小夫家先生と荒川先

生，特許出願されておりますのですが，その特許はも

う特許査定になったのか，それとも捨てたのか，まだ

あるのか，どこかに専用実施権を渡しているのか，そ

れともこれから中小企業にこの権利を使わせてくれと

言われたら使わせる，例えば荒川先生のタンデム構造

の技術について，先ほどおっしゃったように，中小企

業がやれるのかどうか，その辺をちょっとお教えいた

だけますか。

【小夫家】私は幾つか特許を持っていますけれども，

ご紹介しましたように天然の光合成をいかに真似るか

という観点から入っていますので，いきなり産業化と

いうわけではない。そういう意味では，非常に長期の

スタンスの特許なんですね。いわゆるアンテナにかな

り特化しています。アンテナのポイントは励起子をど

れだけの距離，運ぶことができるかということですが，

そういう意味では私たちのシステムはすごくいい特許

なんですよ。

こういった太陽電池の系は，また電子とかホールを

うまく輸送するシステムが必要ですけれども，これは

分子エレクトロニクスと大変関係があるんですね。

FETであるとか，そういったものとつながる特許を

持っていて，もしご興味があればまだ生きております

ので，もしご使用になるのならどうぞ，ご相談いただ

ければ結構でございます。

【矢野】荒川先生。

【荒川】矢野さんから言われて急遽，私，自分の特許

化されたのが幾つあるかなと産総研に問い合わせまし

たら，一応 80あると言うんですよね。最初は水の分

解特許，炭酸ガスの接触水素化，色素増感太陽電池系

です。購入されたのは 1件だけで寂しい限りなんです

けれども，やはり基本，その特許を買ってすぐ実用化

というレベルじゃないんですね。例えば可視光で初め

て水を分解したとか，太陽光で初めて水を分解したと

か，そういうレベルなので，それをそのまま買って実

用化までいくようなレベルではないんです。ですから，

それをもとにリファインする，あるいはそれをちょっ

と違った観点から利用できるということはあり得ると

思いますので，私がもうかるんじゃなくて産総研がも

うかるんじゃないかと思いますけれども，ぜひコンタ

クトしていただければですね。

例えば先ほどご紹介したチタニアに炭酸塩を入れて

ほうっておくと水が分解して酸素と水素が出るという

のがあるんですよね。あれ，できるんじゃないかなと

思っているんですけれども，やはりそこを細かくやる

余裕がないものですから，先ほど吉田さんがおっしゃ

ったように，やはりお互いできるところを出し合って，

深めていくという方法がいいのではないかなという気

はします。そういう意味では，ぜひアプローチしてい

ただければありがたいと思います。

政策的なもの

【矢野】次は政策的なもの。先ほど申しましたように，

安倍晋三前首相の，『美しい國への誘い 50項目の提言』

がありました。その前にも，安倍前首相の時の高市早

苗特命大臣の『イノベーション 25』の提言がありま

した。しかし，その中で人工光合成技術については，

しっかりとは書かれてないんですよね。炭酸ガスで走

る自動車とか何か書いてあったと思うんだけれども。

このように，行政を行う人の立場や，即ち，内閣府の

人の立場では，あまり『人工光合成の技術』について

はあまり知られていないのではないかと思うんです

ね。ここをどう変えたらいいか。炭酸ガスで走る自動

車というのはあり得ないと思うんです。それから，

NEDOのほうもあると思うんですが，政策，奨励金

じゃなくて研究に対する補助金。そういうものは十分

に人工光合成に対して回しているのかどうか。その辺

のところをちょっと田中先生からお聞きしたいんです

が。

【田中】分子科学研究所というのは，基礎学問を行う

ことを目的としておりますので，例えば企業の協力が

必要な研究分野での，外部資金には応募しがたいのが

実情です。私，地球環境産業技術研究機構（RITE）

の創設の際には炭酸ガスの問題で少しお手伝いしたん

ですけれども，私のように基礎学問的な研究では，実

用面が前面に出たプロジェクト研究に資金援助の応募

することに躊躇しております。私が今，科学研究費で
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研究を行っておりますけれども，JSTのプロジェクト

研究で大型資金を頂いたことは御座いますが，JSTが

公募するプロジェクトと我々の研究分野が，合致する

ことが必要ですが，必ずしも一致する訳ではありませ

ん。私の場合，企業の方々との接点が少ないですが，

資源・環境・エネルギー問題に関しては，今後，我々

が社会に対して，新たな方法論を提案することを期待

してやっているだけです。

何度も申しますけれども，現状の酸素還元の閾値は，

核融合での入力エネルギーと出力エネルギーとの関係

に匹敵する非常に大きな内容を含んでおります。現状

の化学反応はエネルギーを消費して反応を行っており

ます。我々の体中では全てのエネルギー供給を有機物

（食料）酸化と酸素還元の組み合わせによるエネルギ

ー生産（燃料電池）に頼っております。一方，そのエ

ネルギーシステムを化学的に作りだす条件が，あの閾

値に集約されているのです。私は研究グループは零細

以下ですから，酸素還元反応の開発にとても踏み込め

ませんが，酸素の還元触媒および有機物の酸化触媒の

開発で，あの閾値を大幅に越える反応系がいつか来る

だろうと期待しております。そのときの波及効果は想

像を絶すると思います。

【小夫家】NEDOはもともと国のエネルギー政策を担

う組織ですから，ちょっと駆け足で行ってしまいまし

たので見づらかったかもしれないですけれども，国は

エネルギーのプロジェクトに対しては随分たくさんな

お金を出していると思っています。基本的には産業界

が主ですけれども，有機太陽電池とか色素増感の太陽

電池もその中に入っています。結晶のシリコン，薄膜

のシリコン，化合物系と並んで大きな柱だと思ってい

ます。金額についてはちょっと存じ上げませんけれど

も，荒川さんがおそらくご存じじゃないかと思います

が，かなりの額が経常的に計画されて出ていると思い

ます。

【荒川】私は先ほどご紹介した通産省で 28年，研究を

やっており，その途中で研究の行政官もやったことが

あるのでよく知ってますけれども，通産省はやはり国

策的に日本はエネルギー資源小国ということで，かな

りエネルギー技術開発についてはサポートしてきてい

るんですよね。皆さん，ご承知だと思います。サンシ

ャインプロジェクトという名前を聞かれたことがある

と思うんですけれども，30年来，太陽光発電の研究

開発をサポートしているんです。シャープの方がいら

っしゃったら失礼なんですけれども，シャープが現在

あるのは，国策的に研究開発費を 30年間投資した成

果なわけですね。それは新エネルギーです。それから，

省エネルギーではムーンライト計画というのがありま

した。ごみをどうやってやるかとか，そういうのも。

今はムーンライトはないんですけれども，そういうこ

とでエネルギー技術開発にはかなり通産省がやってき

ている。

今の水素に関しましては，皆さん，ご存じかもしれ

ない。WE-NETというプロジェクトを 10年やってい

るんですね。ワールド・エナジー・ネットワークとい

って，それは何かというと，海外のエネルギーソース

があるところを水素に変えて，水素を日本に輸送しよ

うと。これは先ほどもちょっと矢野さんと話したんで

すが，WE-NETの技術会社は水素関連技術なんです

が何をやったかというと，水素エンジンと水素キャリ

ア，移動体，貯蔵，移送なんです。水素をつくるとこ

ろをやっていないんですよ。

私は前から，やはり水素エネルギーは基本的に CO2

をエミッションしない技術なので，水と再生可能エネ

ルギーから水素をつくる研究活動をやるべきだという

話をしているんですが，そこはやはりまだ基礎的な技

術ということで，国研レベルでの非常に小さい予算が

でているという状況だと思います。WE-NETが終わ

った後，燃料電池のプロジェクトがスタートしている

わけです。その中においても水素をどうやってつくる

かというところがほとんどさわられていない。ですか

ら，やはりそこをもう少しいろいろな産業レベル，中

小企業レベルから必要だということをもうちょっと声

を大きくして，技術の本質は何かというところをもう

少し声を大きくしていかないと，どうしてもやはり大

企業マターになってしまうというのがありますよね。

もう一つは，炭酸ガスの接触水素化というお話があ

りましたけれども，実はあれは国家プロジェクトにな

ったんです。RITE という研究所，先ほどお話があり

ましたけれども，そこで炭酸ガスを接触水素化するこ

とによってメタノールを合成するプロセスというのは

10年やったんですね。ですから，炭酸ガスを有用資

源にするという技術は多分確立されているんですよ。

私の場合はエタノールに限ってやっていましたけれど

も。ですから，あとはやはり水素をどうやって水と再

生可能エネルギーからつくるかということをぜひ，私

は国家プロジェクトでやっていただきたいな。私一人

じゃとても微力なので，声を，いろいろな方々からこ

れは必要だねという話をやっていただければ，多分国
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のプロジェクトになるんじゃないかと思っておりま

す。

【吉田】全く同感なんであまり議論にならないかもわ

かりませんけれども，先ほど言いましたように，エネ

ルギーは戦略的であり，国際的であり，地域型であり

ますんで，やはり日本がもっと頑張らなあかんいう意

味では基礎研究の水素はもっと頑張ってほしいところ

なんですが，逆にもうちょっと民間型の資金を集める

いう手も要るんかなと思っております。研究開発は基

本的に人と金さえかければ，もちろん基礎研究のとこ

ろは先ほど先生がおっしゃいました天才のひらめきが

要るんですけれども，例えばアメリカのベンチャーキ

ャピタルは，例えば 10億の金があったら，相手が 10

社あったら 1社に 10億円，流すんですね。日本のベ

ンチャーキャピタルは，10社があって 10億円持って

たら 1億円ずつ流します。どっちが研究成果が出るか

言うたら 10億円 1社なんですね。日本は変に，日本

は優しいといいますか分散型なんですね。横並び型な

んですね。そやから，例えば今日の先生方，含めて日

本にはすごい光合成の研究者がいらっしゃいます。そ

こに思い切りみんなの金を一極集中しまして，そこだ

け世界的に勝てるという可能性もありますので，もう

ちょっと，もちろんこういう機会からそういう声を出

していかなあかんのですけど，民間型の何らかの地域

結集型みたいなやつをこれを機会にどこかでやりたい

気がしております。

実用化の時期

【矢野】もう我々もいい年ですし，それぞれ社会的地

位のある人間ですから，ぜひとも政策的なところに，

この人工光合成を乗せてもらうように，我々が運動し

なきゃいけないと思うんです。いつか取り上げてくれ

るのを待つのではなくて，人がやるのを待つんじゃな

くて，もっと，行政担当者とか，国会議員とかに会っ

た時には，これを『提言』に乗せてくれという形で運

動する必要があると思うんです。

もう一つ，質問ですが，先ほどからずっと出ている

のが色素増感太陽電池と，荒川先生はどちらもやって

いる，触媒のほうと 2つあるんですが，実用化される

としたらどちらが早いでしょうか。色素増感から行く

のか，触媒で行くのか。田中先生から順番に。

【田中】実を申しますと最近，経済界の人からルテニ

ウムの資源量から色素増感剤に使用することでさえ，

その使用することの危惧を聞かされ，さらに，二酸化

炭素還元やメタノール酸化をルテニウムで行うこと

は，経済面から厳しいように指摘されました。私は，

ルテニウム錯体以外で同様なことが出来ないことか

ら，現状のシステムで効率を上昇させるしか方法はな

いと思っております。

【矢野】小夫家先生，お願いします。

【小夫家】金属は別にルテニウムを使わなくても似た

ような系がございますので，効率的にもそれほど変わ

らないので，もしルテニウムをネックにするのであれ

ば十分，代替はあります。ただ，この辺の系は全部閉

鎖系ですから，有機系でルテニウム錯体を使うのとは

ちょっと話が違うので，閉鎖系は外の環境に対する負

荷をあまり考えなくていいので，そういう意味では実

用に適した素材だと思いますね。

どちらが先かというのは，これは皆さん，おれのほ

うが先だと思っていると思い，皆さん，そういうふう

に研究努力をしていると思いますので，今の段階でど

ちらということはちょっと私の口からは言えないです

けれども。

【矢野】先生のほうが先やと思ってます？（笑）

【小夫家】そう思ってます。（笑）

【矢野】はい。荒川先生。

【荒川】光触媒と色素増感太陽電池，どっちが先かと

いいますと，やはり色素増感太陽電池でしょう。私自

身も 10年やってきてまだ実用化されていないんです

けれども，一応，性能的には，サイズ的にはもう市場

に出せるものを私たち，自分の技術でつくっています。

問題は耐久性がどうかというところですね。

ルテニウムの話がありましたけれども，いいもので

あれば使えるシステムはつくられていくと思うんです

ね。例えば自動車触媒，三元系触媒というのはロジウ

ム，ルテニウム，白金を使っているわけですが，回収

しているわけですね。インジウムも足りないという話

がありますが，あれも回収しています。ですから，ル

テニウムが今だと一番いいんですけれども，耐久性が

という観点からも金属錯体のほうがいいということ

で，私はルテニウムの可能性はあると思います。

ちょっと言い忘れたんですけれども，先ほどの中小

企業との話で，実は 6，7年前に私，ルテニウムの色

素を開発していて，それと同時にやはり今のようなセ

ンスで，ルテニウムを使っていない色素を開発しよう

ということを考えたんですね。それを使った，いわゆ

るほんとうに有機だけ。炭素，酸素，水素，硫黄，窒

素，そういうものだけで増感色素をつくろうというこ
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とを考えたんです。市販の有機色素を全部チェックし

たら，ヨウ素，フェニルキサンテン系の色素が意外と

よかったんですね。私たち，それで 4％を達成したん

です。その前までの有機色素は世界的に見て 1％もな

かった。これは行けるかもしれない。だけど市販の色

素は全部チェックした。どうしたらいいんだろう。そ

こで，私たちがアプローチしたのは林原生物化学研究

所という，中小企業ですか，大企業ですか。

【吉田】大企業。

【荒川】もう大企業ですか。写真の色素をつくってい

る会社。林原というのはほかに糖をつくるとかいろい

ろやっておられる。インターフェロンとかですね。林

原さんのところへ行って，我々は有機だけの色素を開

発したいんだ，一緒にやりませんかと言ったら，その

ときの部長さんが，じゃ，やりましょうかということ

でやったんですね。そうしたら，やはり向こうは色素

の設計がうまいんですね。400から 800までどうやっ

たらいいか，800以上，どうやったらいいかというこ

とを全部わかっていらっしゃるわけです。日本の色素

合成って世界ナンバーワンなんですね。波長をセレク

ションできる，100ナノメーターずつシフトすること

ができるんです。

結論的に言いますと，有機色素はルテニウムに比べ

てお話にならないぐらい低いやつが，私たちが共同研

究することによって 8％まで行ったんです。これ，も

う特許になっていると思うんですけれども，それで世

界が変わったんですよ。今まで有機色素なんてほとん

ど目もくれなかったものが世界的に注目されて，今は

有機色素を使った色素増感太陽電池の研究がすごく活

発になっている。これは韓国とか途上国とか，色素は

やはり会社によってオリジナリーがあるんですね。い

ろいろなタイプの色素があるわけですよ。そうすると，

そういうところを顔料色素をつくっている会社，これ

も応用できないかということで世界中ものすごく活発

になっている。

8％出ますと実用を考えてもいいですね。実用の太

陽電池はアモルファスシリコンが 8％ですから，そう

なると有機色素だけで太陽電池をつくれる世界はもう

出てきちゃってるんですよ。問題はやはり耐久性をど

うするかなんですが，一般的に有機物は耐久性が弱い

と言われていますけれども，それは空気と水と酸素の

ある環境で弱いんですよ。ところが，色素増感太陽電

池の色素は水も酸素もない環境で動くんですね。しか

もこのプロセスは電子移動が非常に速いんです。です

から，分解するとある光で励起状態になって，それが

Aという方向に行くか，Bという方向に行くかという

ことでうろうろしていて，Aに行かなきゃいけないの

に Bに行っちゃった。それで分解しちゃうというふ

うになるんですけれども，その中間体の寿命は非常に

短い。ですから，非常に効率的に分解もなく作用する

ということまでわかってきています。ですから，ルテ

ニウムはやはり強いですけれども，ルテニウム以外で

も色素増感太陽電池の実用化という観点から十分考え

られるんじゃないか。しかもまだ新しい材料はあり得

るので，そこに参入できる余地は十分あるんじゃない

かなと思います。

【吉田】すみません。私も一言だけ。先ほどのエネル

ギーの利用効率で考えまして，私の専門分野じゃござ

いませんけれども物の本によりますと，例えば今，話

題になっておりますバイオエタノールのトウモロコ

シ，エネルギー，光エネルギーを使いまして，トウモ

ロコシを結果としてエネルギーとしてつくって，トウ

モロコシをエネルギーとして使う場合の利用効率は実

は 0.3％ぐらいと言われております。とすれば，先ほ

ど荒川先生がおっしゃった水素発生が 0.03から 0.3に

なって，タンデムにいって 1％ぐらいといいますのは

十分いけるんですね。

といいますのは，トウモロコシはエネルギーとして

ビジネスになっている。ゴア元米副大統領がエネルギ

ーや，バイオや言うたら，トウモロコシエネルギービ

ジネスが現に起きている。もちろん向こうは何十年も

つくり続けて，耐久性もちゃんとわかってますね。作

付もわかっているんでなるんですけれども，効率だけ

言いましたら先生のタンデムの水素発生はもう既にビ

ジネスになってもいいぐらいなんですね。そこはちょ

っとすみません，追加ですけれども，おもしろみ，夢と

いう意味では全くの夢じゃない。もう見えている夢や

という認識でいいんじゃないかと思います。以上です。

バイオエタノールの未来と地球温暖化

【矢野】最後の質問ですが，バイオエタノールの技術

は絶対にあり得ない，消えていくと思ているんですが，

バイオエタノールのこれからの未来と，先生らがやっ

ている人工光合成の技術が商品となり販売されうる，

商品となるのは予想としていつごろか。その辺を最終

的に聞きたいと思います。田中先生，お願いします。

【田中】バイオエタノールというのは本来，人間，家

畜が食べるところをつぶしているわけですよね。しか
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しながら，それ以外の大きな燃料源もあります。例え

ば私の友人のドイツ人は麦わらを粉砕して水素と反応

させて液体燃料をつくっているんですけれども，最大

の問題は麦わらと水素の輸送コストらしいんですね。

世界中が飢えている状態で，車を走らすためにトウモ

ロコシから燃料を作るはあまりにも乱暴で，ブラジル

に続きアメリカが同じ方式を言い出したから，世界的

に穀物価格の上昇を招いています。やはり食料は燃料

にすべきじゃないと思います。

アマゾンの密林をどんどんつぶしてトウモロコシ畑

をつくっているというのは，ただ成長が早いというだ

けの理由です。それよりもやはり，葉っぱとか茎のほ

うをつぶす技術を本気でやるべきだと思います。夢物

語を言って申しわけありませんけれども，牛は反芻胃

で見事にわらをつぶしているんですよね。化学エネル

ギー変換に関するサイエンスのレベルが低過ぎるんで

す。牛は，あの巨体を草だけでもっているわけです，

干し草のロールが冬のえさなんですよね。生体はあれ

だけのことができるのです。各種の植物成分を，水に

溶ける形にできれば，必ずエネルギーとして使用でき

るはずです。私はもっと本質的なサイエンスが遅れて

いると思っています。その様な化学反応が可能になっ

た時こそ，地球に持続可能な社会が訪れる時だと思い

ます。（笑）100年で出現しなかったら，地球環境は

激変する可能性大です。100年も待てないかもしれな

い。50年ぐらいかもしれない。

もう一つ，温暖化と言われていますけれども，何が

恐ろしいかと言うと，深層水のサイクルがあります。

北大西洋の寒さで水が重くなって沈み込んで，800年

かかって北太平洋で浮き出ているんです。その循環が

地球の気候を決定的に支配していると考えられており

ます。友人によると地球シミュレーターの計算機に，

深層水の項が入っていないから，天候の長期予報に問

題であると指摘していました。もし温暖化により，深

層水のベルトコンベアがとまると，おそらく気候はめ

ちゃくちゃになると思います。また，800年かかって

海底の滋養物を持って北太平洋で一気に噴き上げてい

るわけですから，その漁場がなくなり，漁業に決定的

なダメージを与えることが危惧されます。

温暖化というのは間違うと大変なことになると思い

ます。二酸化炭素のみが，その原因となっております

が，私は人間が，物を燃やし続けることをやめられる

かどうかにかかっていると思います。人類は 250年前

の蒸気機関の発明から原子力発電所に至るまで，ずっ

と水を沸騰させてエネルギーを獲得し続けておりま

す。熱エネルギーを経由しなければ電気エネルギーが

獲得できない，現状のエネルギー大系を地球環境保全

の観点から，見直す時期に来ているように思います。

【小夫家】食料を燃料にというのはあり得ないと思い

ますね。ですから，食料になるものは当然食料に回す

べきで，別のルートで食料以外のものを栽培するとい

うことであればあり得ると思うんですけれども，それ

はやはり輸送コストとかいろいろな面でデメリットが

非常に大きいと思います。

いつ実現するかですけれども，この辺のサイエンス

というのは必ずブレークスルーが必要です。ブレーク

スルーがいつ出るかというのは，未来学者は予測しま

すけれども私は予測できないので，NEDOでは連続

的な曲線が書いてありますけれども，そういうのは信

じることができない。やはり幾つかのブレークスルー

が必要ですので，軽々にはいつかというのは私にはわ

からないです。

【矢野】3年以内。

【小夫家】それはもう間違いなく 2050年にはものにし

ていなければ地球の将来はないということは確かだと

思います。

【矢野】ありがとうございます。

【荒川】私もちょっと極端な話ですけれども，バイオ

エタノールはナンセンスだと思いますね。今はバイオ

エタノールがガソリンに 3 ％出ているんですか。

97％ガソリンで使っているわけですよ。バイオエタ

ノールは 100％エタノールを使うとか，ブラジルは農

産国であってトウモロコシをつくって，食料じゃない

ところがたくさんあまっちゃって，それを発酵してエ

タノールにして使っているわけですよ。それをバイオ

でエタノールをつくるといったのは私，今まで研究を

ご紹介したのも全くナンセンスであって，バイオのか

すをガス化して，CO，水素，あるいは CO2もあるで

しょう。それから，触媒プロセスでエタノールを合成

したほうがよほど早いんじゃないかと。エタノール合

成技術は主要な技術でもう既にありますからね。

今，エタノールはエチレンの次は石油，石化，エチ

レンからできているわけですけれども，CO，水素，

あるいは CO2，水素からできるわけですから，そっち

のほうがよほどエネルギー効率も経済性も高いと思い

ますね。ちょっと極論ですけれども。

ですから，バイエタノールを本格的にやるのは，私

自身の経験からいうとちょっとクエスチョンマークが
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つくところです。むしろ工業的に，インダストリアル

に工場でエタノール 100％つくるプロセスをやったほ

うがよほどいいと。

【吉田】少しだけ言わせてください。先ほどアメリカ

のコーン産業が，農産業がビジネスになっているのは，

例え話で利用効率がそこまで，農産物でさえビジネス

になってるから，1％タンデム方式はおもしろいんじ

ゃないの，魅力あるんじゃないのという意味であって，

エタノールも私はどちらも嫌いでして，もったいない

話なんで食料は食料と考えてもらいたい。

もう一つ，やはり私，小企業，地域型で支援をやっ

ているんですが，やはり地域結集型のもうちょっとこ

っちからパワーを出して，そうしたら行けるんちゃう

か。技術的には今日の先生方の，私，難し過ぎてよう

なかなか全部を理解しているわけじゃございませんけ

れども，おもしろいのは，キーワードはハイブリッド。

先ほどのうまく色素増感太陽電池と合わせたハイブリ

ッド。例えばトヨタのハイブリッドもありますが，例

えば微生物系の燃料電池もございます。微生物系の水

素生成もございます。それとプラス，うまくフォトン

を持ってきてアジテートするとか，おもしろい。ハイ

ブリッド型で意外とブレークスルーができたらええな

という気はしています。

もう一つだけ，せっかくこういう形で日本の著名な

方にお越しいただいております。勝手に決めたら怒ら

れますけれども，近畿支部さんに頑張っていただいて，

関西を作り，奈良先端科学技術大学院大学の後の大き

なテーマぐらいにこれをやるような動きなり，勉強会

ができましたら，ちょっとでも実用化の，思い切り民

間の金を集めてつぎ込めば，もっと実用化の時期が見

えてくるんじゃないかと考えております。

すみません。偉いことを申しまして。

最後に

【司会】……それでは最後に，日本弁理士会近畿支部

副支部長，松本武彦より開催の謝辞を申し上げます。

【松本】田中様，小夫家様，荒川様，ほんとうに今日

は長時間，お話をいろいろくださってありがとうござ

いました。私自身も，初め，このタイトルを見たとき

に非常に難しいなと思っていたんですが，意外や意外，

よく理解できたなと。それと，単に夢の技術というん

じゃなくて，私の感覚ではもう実現できそうだな，た

だブレークスルーが要ることは間違いないんですが，

そういう感じがしまして，ほんとうにいい夢を持たせ

ていただいてありがとうございます。

吉田様にもほんとうにいいコメントをくださってあ

りがとうございます。実際にコメントをいただいた中

でいえば企業，産業のほうからも，ただ夢の技術と見

るんじゃなくて実際はできるんじゃないか，大きなこ

とを考えなくても手近なところから実現できるんじゃ

ないかというアドバイスですね。最後にそういう研究

会的なこともやったらどうかというアドバイス。ほん

とうに会場にいらっしゃる皆様，企業の方も，ひょっ

としたら自分たちも手に取ってやってみてもいいんじ

ゃないかというコメントをいただいて，ありがとうご

ざいました。

皆さん，長時間，ほんとうにおつき合いくださって

感謝します。どうでしたか。今日のお話，自分たちの

身近な技術であると。企業の方々にとっては一回，や

ってみようじゃないかと勇気づけられたのではないか

と思っているんですが，いかがでしょうか。

私の個人的なことを申し上げますと，私はほんとう

に今日は感動したと言っていいと思うんですね。私も

化学のほうをやったりしているんですが，ほんとうだ

な，自分も一回，私は弁理士ですから皆様方の発明を

お聞きし，それを権利化する立場なんですが，一回，

学生に戻って触媒の研究をしてみようかなと，そんな

気持ちになるようなすばらしい話でした。ありがとう

ございました。

そして今日，私たちは日本弁理士会，日本弁理士会

というのは今，申し上げたような形で皆様方の権利化，

あるいは係争の場合の対処法についてアドバイスを差

し上げることを仕事にする専門家集団ですが，今，日

本が知的財産を活用しながら産業おこしにつなげてい

こうという動きになっている中で，日本弁理士会もこ

こに書いています知財フェスタをもう数年続けまし

て，日本の各地域に行って，皆様方の企業活動に少し

でも励ましになれば，お役に立てばという形で今年も，

これまでもやってまいりました。またこれからもやっ

てまいりますので，どうぞ我々，弁理士会にも応援の

手を差し伸べていただきたいと思います。ほんとうに

本日はどうもありがとうございました。

改めて今日のパネルディスカッション，あるいはそ

の前のお話を聞かせてくださった皆様方に盛大な拍手

をお願いしたいと思います。ありがとうございます。

本日はまことにありがとうございました。

（原稿受領 2007.11.10）

知財フェスタ in おおさか「～夢の技術を現実に～人工光合成技術を中小企業の未来資源に！」
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